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研究要旨

平成 27－28 年度研究開発費（27－19）の助成を受けた主任研究者による先行研究におい

て、認知症対策を目的とした 3 ヶ月間の定期的なグループ回想法による介入を行い、高齢

者の QOL、認知機能、記憶への影響を検証すると同時に、グループ回想で得られたナラテ

ィブデータの内容分析を行った。その結果、QOL における介入後の変化は見られなかった

が、認知機能と記憶遂行課題において有意な改善がみられた。回想のナラティブデータの

内容に関してカテゴリー抽出を中心に質的に分析を行ったところ、頻繁に出現するカテゴ

リーから高齢者の語りにおける特徴が示唆された。

平成 27－28 年度研究開発費（27－19）による先行研究においてＱＯＬに変化がみられな

かったが、抑うつと認知症には関連性の報告が多数あるため、介入の効果をより厳密に精

査するため本研究では抑うつ尺度を用いる。グループ回想法実施に関しては、集中的な介

入を行う。毎回のグループ回想法でのナラティブをボイスレコーダーで記録後テキスト化

し、先行研究の結果を踏まえて、カテゴリー抽出を中心とした質的分析も行い、その結果

に基づき高齢者の語りの特徴を踏まえた実施方法を考案する。

以上の結果を踏まえて、本研究では、認知症対策としての効果的なグループ回想法の実

施方法を開発することを目的に、ナラティブデータの質的分析で得られた内容に基づいて

グループ回想法実施方法を考案し、その効果を認知機能、記憶、抑うつ尺度を用いて検証

する。同時に、グループ回想法から得られるナラティブデータの質的な分析を行い、認知

機能、記憶、抑うつ検査の結果との関連について検討する。
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Ａ．研究目的

本研究では、高齢者を対象としたグループ回想法の効果的な実施方法を科学的なエビデ

ンスに基づいて開発することを目的に、無作為に対象者を割り付け、高齢者の語りの特徴

に沿ったグループ回想法実施方法が認知機能及び記憶や抑うつ状態に及ぼす効果を検証す
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る探索的な研究を行う。 
 
Ｂ．研究方法 
 本研究では、平均寿命の短い自治体において、地域に在住する高齢者を対象としたグル

ープ回想法の効果的な実施方法開発を目的に、回想法実施の際の教示の効果について検証

する。自治体との協定締結後、地域在住の高齢者を対象に説明会を開催し参加者を募りグ

ループ回想法を実施する。研究参加への同意が得られた者を対象に、考案した実施方法の

下実施されるグループ回想法に参加する群とコントロール群に割り付けた上でグループ回

想法を実施する。認知機能検査及び記憶検査と抑うつ尺度を含む①研究開始前検査を実施

し、その後定期的なグループ回想法による介入期間を挟んで②研究実施中（グループ回想

法前半終了後と後半開始前の間）、③研究終了後（グループ回想法終了後）と、合計 3 回の

検査を実施する予定である。 
 
（倫理面への配慮） 
 本研究は、倫理・利益相反委員会へ申請し、承認後に研究を開始した。 
承認後、調査実施に際し、調査対象者の尊厳と人権を守り、調査対象者が不快な思いを

しないよう努めている。まず、調査に先立ち、研究目的と調査内容を口頭及び書面にて十

分に説明の上で、理解されたかどうかを確認し、同意を得た。また、調査対象者には、自

由意思で参加が決定できるよう配慮し、面接を途中でやめること、答えたくない質問には

答えないこと、調査結果の報告を求める権利があること、自己情報アクセス権・コントロ

ール権があることを説明するとともに、研究者は、調査対象者のプライバシーへ配慮し、

調査の実施によって不利益が予想される場合には直ちに調査実施計画を中止するなどの適

切な手続きをとっている。さらに、参加は強制ではなく任意であることを説明し、調査対

象者が調査に対して疑念を持つことなく快く協力できるよう慎重な対応に努めている。 
 
Ｃ．研究結果 
 本年度は倫理・利益相反委員会への申請を行い、承認を得た。承認後には、対象自治体

との協定を締結し、市広報誌、回想法講座説明会、ポスター掲示及びチラシ配布により研

究参加者を募集し、説明会を実施した。その後、説明会への参加者から本研究の対象者を

確定した。 
 また、先行研究で得られたナラティブデータの質的な精査を行い、グループ回想法にお

ける高齢者の語りの特徴をカテゴリーにより抽出し、当該領域における学会で発表を行い

内容分析の方法確立と実施方法考案にむけて検討を行った。 
 
Ｄ．考察と結論 

先行研究において、グループ回想法による集中的介入では、認知機能及び記憶におけ
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る有意な改善がみられた。本研究では、この結果を踏まえて、グループ回想法で得られた

ナラティブデータを質的に精査し、高齢者の語りの特徴を抽出し、その特徴に沿って認知

症対策となる効果的な回想法実施方法の考案を目指す為、その効果を検証する。 
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